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緒   言 
2004 年 12 月 26 日、スマトラ島沖で大地震が発生し、この地震による津波によってスリラン
カを含むインド洋沿岸の近隣諸国では、高さ 10 メートルにも及ぶ津波が押し寄せた。津波

















Impact of Event Scale 改訂版 (IES-R) を用いて心的外傷後ストレス障害の調査を行った。
質問紙は、英語版をシンハラ語に翻訳し、訳語に問題がないことを確認して用いた。調査期
間は 2008 年 4 月～6 月（津波被災から 40〜42 カ月経た時点）であり、60 歳以上の高齢者

















考   察 
阪神淡路大震災後に高齢者の精神被害に関して調査した研究では、若年者よりも高齢
者の方が精神被害が大きかったことを報告している。その研究の中で特に問題になったの
は、地震の犠牲にあった高齢者の「孤独死」に関するものであった。今回のスリランカでの調
査においても、同様に高齢者の「孤独」が精神被害を悪化させているのではないかと予測さ
れたが、反対に高齢者の中でも若い年齢層の IES-R スコアが高かった。本研究の対象者の
多く(93%)は家族（親族）と共に生活しており、家族員数の中央値は 5 人であった。そのため、
阪神淡路大震災後の高齢者と比較して、スリランカの高齢者は家族（親族）からのサポート
を多く受けており、精神的被害を軽減させていたと考えられる。  
メンタル・ヘルス回復プログラムは社会的な統合への試みであるだけでなく、共同体全体
への努力を必要とする。特に、甚大な災害をもたらした後、様々な年齢層と異なった期間の
ニーズを考慮に入れることは不可欠である。長期的視野で彼らのメンタル・ヘルスの回復へ
貢献することを考慮すれば、本研究は予備調査にすぎない。しかし、本研究が高齢者のメン
タル・ヘルスに影響を及ぼすメカニズムへの手掛かりを与える初期の研究であり、 これらの
調査結果が将来、潜在的に重要な提案、解決法、および手がかりを提供できると考える。今
後は、実証的な調査を含め、系統的な更なる調査を行っていきたいと考える。 
